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　はじめに
　自社の経営状態を適切に把握することは，過去
の反省を将来の会社の発展に結びつけるために大
切なことは言うまでもありません。
　会社の経営状態は，月末，決算期につくられる
財務諸表により明らかにされるわけですが，最
近，日々の会計諸伝票を入力しておけば自動的に
これら諸表を作成するためのコンピュータソフト
も市販されています。
　作成される財務諸表から，企業の実体をつかむ
ために経営分析を行うわけですが，経営指標を作
成すること自体かなり面倒ですし，それを読み取
るためには，ある程度の習熟を要求されます。
　林産試験場経営科でも時折経営分析の依頼があ
り，その度に経営指標を計算・作成・分析してき
ましたが，もう少しシステマティックにできない
ものかと考えていました。
　平成4年度に「製材技術診断エキスパートシス
テム」を作成するために購入した『大創玄』（エ
キスパートシステム構築用シェル）を用いて，経
営者にも経営分析を簡便に行うためのシステムを
試作しましたので紹介します。

　本システムの範囲
　本システムは製材工場向けに作っています。例
えば企業内に造材部門などを持っていても，製材
工場部門は独立して財務諸表が作られていること
が前提となります。

　本システムの構成

1993年8月号

＜エキスパートシステムとは＞
　まずエキスパートシステムとは，熟練者の持っ
ている知識をコンピュータ上に知識データベース
化し，非熟練者においても必要に応じてその知識
を用い，判断分析を支援するシステムで，現在多
くの産業において用いられています。
　本システムでは，簡便に経営分析を行うため
に，経営分析の一部にエキスパートシステムを構
築し，必要な判断をさせ解説を表示するようにし
ています。

◎本システム構築方法
開発環境としてソフトでは，
  ・エキスパートシステム構築用
　　　大創玄（エー・アイ・ソフト）
　　　大創玄ファジーユーティリティー（同上）
  ・財務諸表データ入力用，各種経営指標計算表
　  示用
　　　ロータス1－2－3（ロータス株式会社）
　・各種グラフ表示用
　　　turbo－c（ボーランド）
　・バッチファイル制御用
　　　ノートンバッチエンハンサー（ソフトウェ
　　　アジャパン）
ハードでは，
　　　エプソンPC－286x　4Mバイトメモリー増
　　　設，80Mハードディスク
などとなっています。

◎本システムの作動環境
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　以上開発したシステムは，以下の環境で作動し

ます。必要なソフトウェアーは，

・ロータス

・大創玄

・大創玄ファジーユーティリティー

が必要です。

　またハードウェアーは，

・PC－9801シリーズ互換機

・ハードディスク

・EMS1Mバイト以上（必須ではない）

となっています。また，ハードディスクには以下

のディレクトリー構造（図 1）が必要です。

　　　図 1　本システムのディレクトリー構造

＜本システムによるジョブの流れ＞
　本システムのジョブフローを付録図 1，2に示
します。大きく分けて，メインメニューが二つ
と，それに付随するサブメニューによって構成さ
れています。これらのジョブ切替えは，バッチファ
イルによって記述されています。

　基本操作についての説明
　Y社に協力いただいて，財務諸表（損益計算
書，貸借対照表，製造原価報告書）を提供してい
ただきました。2期分のデータしか入手できなかっ
たので，Ⅹ＋1期からⅩ＋3期の内，Ⅹ＋1期の
データはⅩ＋2期をそのまま入力してあります。
企業情報保全のため，実数については，“xxx，xx
x”で表示しています。
　Y社の経営分析を行いながら，システムの操作
方法を説明するとともに，各ジョブでどのような
ことが行われるのかを説明します。付録図 1，2

を参照しながら読んでください。ロータスを財務
諸表のデータ入力用に使うので，この操作につい
ても基本的なことを理解していることが要求され
ます。

＜メインメニュー1＞
　本システムを起動すると，図 2のような初期画
面が現れます。

　　　　　　　図 2　システム初期画面

◎財務諸表入力
　システム初期画面から「財務諸表データ入力」
を選択すると，ロータスが起動し，「財務諸表デー
タ入力」用ワークシートが呼び出されます。ここ
では，ロータスのマクロで入力制御されます。損
益計算書，貸借対照表，製造原価報告書を3期分
入力してください。入力後ファイルをセーブして
ください。この基本的なワークシートには3期分
しか入力できないので，それ以上のデータが蓄積
された場合には，必要なデータを別ファイルに部
分セーブしていきます。財務諸表のフォームは付
録表 1～4のようになります。

◎経営指標をみる
　システム初期画面に戻ったら，いよいよ分析開
始です。Bの「分析開始」を選択してください。
するとロータスが起動し必要なファイルが読み込
まれます。ここで，Y社の売り上げ区分（単位：
千円）を選択します。
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売り上げは，次の5区分です。

　ここで売上区分を入力するのは，売上規模に応
じた黒字企業平均値と比較するために必要です。

Y社の場合「区分4」でした。すると，対比とな

る全道黒字製材企業の各種経営指標・原価指標が

読み込まれます。この指針となる指標は，「北海

道における中小企業の経営指標・工業編（財団法

人北海道商工指導センター）」昭和57年から平成

3年度までの製材業黒字企業の各売上区分別平均

値（以下，全道平均）を基にしています（表 1，

2）。

　これら経営分析の平均値と貴社の実数値を比較

するために，また経営分析を総合的に行うため

表 1　経営指標の平均値

1993年8月号
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表 2　原価指標の平均値
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に，必要な数値をプリントアウトするかどうか選
択します。後の分析の際必要となるので，一度は
必ずプリントアウトしてください（付録表 5）。
　またプリントアウト後，付録表5中，各指標の
簡単な解説を合わせてプリントアウトするかどう
か選択します。
　これら指標の見方は，経営分析について書かれ
ている本には必ず載っているもので，経営者にとっ
て必要な資質でもあります。
　以下の経営比率を見て行く上で必要な利益の概
念を示すと図 3のように整理されます。
　まず，付録表5に示される収益性についてのみ
説明します。

（1）　経営資本対営業利益率＝2．4％
　企業の収益性を知るときにまずみるのがこの指
標です。
　企業に資本を投下することは，これを他の目的
に投資する機会を失うわけですから，金融機関の
定期預金以上の利子率を期待します。また，企業
の拡大，健全な経営環境を保つためには，税率を

50％と考えれば少なくとも12％程度は必要です。
しかし，本道製材工場では黒字企業でも6％内外
であり，Y社の2．4％はかなり低いということに
なります。

（2）売上高対総利益率＝14．9％
　総利益＝売上高－売上原価
　総利益と売上高の比率で高い方が良い指標です。
全道平均16．3％からすると，若干低い値となって
います。

（3）売上高対販売管理費率＝12．4％
　営業費1単位当たりでどれだけの売上げを上げ
たかをみる指標で，効率が高い程（指標の値が小
さいほど）有利であるということになります。Y
社の場合，道平均12．5％とほぼ同じ値となります。

（4）　売上高対営業利益率＝2．5％
　売上高に対する営業利益の割合で，やはり高い
方が良いのですが，Y社の場合道平均からすると
かなり低い値にとどまっています。

図 3　各種利益（斜線部）の概念
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（5）売上高対経常利益率＝5．3％
　（4）の営業利益率が2.5％であるのに対しこちら
の経常利益率が5．3％と増えているのは，図3か
らも分かるように本来の営業活動以外の収支バラ
ンスが良かったことを示しているわけです。結果
的には経常利益では道平均を上回っています。

（6）売上高対支払い利息比率＝－0．04％
　支払い利息・割引料－受取利息と売上高の割合
で，利益額が減少するとともに返済を要する借入
金が多く資金操作が苦しいという意味もあります。
はっきりした根拠はありませんが製造業で3．5％
を超えると苦しい環境にあると言われています。
この値は非常に「良い」と言えます。

（7）自己資本対当期利益率＝8．2％
　自己資本に対する当期利益の割合であり，投下
した自己資本に対してどの程度の利益率があった
かを示すものです。自己資本の大きさにより同じ
利益であっても変化するので，一概に平均値と比
較することは困難ですが，「一応良い」値となっ
ています。

（8）総資本対税引き前利益率＝5．1％
　文字どおり総資本に対する税引き前利益率でこ
れも高い方が良い指標です。道平均値25．6％と比
較するとかなり低い値となっています。

　これらのことが収益性にかかる経営指標から読
み取れるわけですが，ここで，終了して「戻る」
か，さらに詳しく「問題点を把握」するか選択し
てください。前者が選択されるとシステム初期画
面に戻り，後者が選択されると次の「問題点を読
み取る」へ行きます。

◎問題点を読み取る
　前の「経営指標をみる」で付録表5の経営指標
を自動的に作成しますが，これについてY社がど
の程度の水準にあるのかを確認します。
　問題となる判定結果をみるために図 4の条件判
定（＊判定基準について参照）のところにそれぞ
れ判定値－2，－1，1，2を入力すると，それ
に対応する経営指標が抽出されます。
　また，付録図 1の③に示されるように，ここで
は「問題確認」の項の他に以下に示す「全木連判
断基準」も選択できます。

図 4　問題となる判定結果をみる
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＊判定基準について

Y社の経営指標のランク付けを道平均に対してど

のように与えているのか，以下に説明をします。

判定値＝｜（Y社の値－道平均値）｜

　　　　×判断分岐÷道平均値

なお，

判断分岐：高い方が良いもの　＋1

　　　　　低い方が良いもの　－1

◎全木連の判定基準
　全国木材組合連合会から出されている「製材業
をベースとした木材加工の技術戦略化ビジョン」
（1990年）に経営指標を得点化し企業ランクの分
類を試みていますが，これに従った分析をここで
は行います。
　この項目を選択すると，ワークシートが読み込
まれ，財務諸表より計算された経営指標が読み込

表 3　主要経営指標判定（全木連の指標による）

まれます。これに対して全木連によるランク付け
が行われます（表 3）。メニューから「判断基準
をみる」を選択すると，判断の根拠となる経営指
標とランク付けの関係が表示されます（表 4）。
Y社の場合総合評価でBランクと判断されます。
総合評価のランク付けは次のとおりです。

　この項でメニューより「終了」を選択すると，
「問題点確認」に戻ります。さらにここで「終了」
するとメインメニュー1に戻ります。
　なお，「経営指標をみる」に初期作業というの
がありますがこれについては後述します。

表 4　主要経営指標判定基準（全木連の指標による）

得点集計表（点）

1993年8月号

（林産試験場　経営科）
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付録図 1　メインメニュー 1のジョブフロー
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付録図 2　メインメニュー2のジョブフロー
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付録表 1  貸借対照表のフォーム
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付録表 2　損益計算書のフォーム（ 1）
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付録表 3　損益計算書のフォーム（ 2）
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付録表 4　製造原価報告書のフォーム

1993年8月号
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付録表 5　財務諸者から作成される経営指標


